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平成18年の教育基本法の改正により、伝統と文化の尊重が教育の根本精神とし
て新しく加えられた。実際に学校現場でそれをどう捉え実践していくのか、学習
指導要領に基づく教科の中での伝統文化の教材化を小学校家庭科でのいけばな
の教材化により提案する。教材化にあたり、いけばなの歴史の起源や変化から考
察し、伝統文化としてのいけばなを、心、場、美の三要素で定義した。その三要
素から、芸術ではなく生活の中のいけばなと捉え、指導要領に示された家庭科の
内容「A家庭生活と家族」での教材化が適当であると考えた。生活に身近な植物
やペットボトルを使うことにより、家庭生活の工夫への視点が養われることをね
らいにした。
1．はじめに
平成18年の教育基本法の改正により、伝統と文
化の尊重が教育の根本精神として新しく加えられ
た。子どもの成長過程での文化との出会いは、後
の人生にも影響を及一紙小学生というどんな事
にも好奇心のある柔軟な時間に、良い印象で伝統
文化と出会うことが自国への愛情と自尊心の育成
につながると考える。日本の伝統文化は多種多様
にあるが、植物と器があれば成立する「いけばな」
は、広い場所や特別な道具が必要なく、どんな条
件の学校でも実施できる。また、一般家庭に広が
った身近な文化である。しかし、近年衰退しつつ
あり「いけばな」の文化のない家庭も多叛学校
で「いけばな」を体験することが伝統文化への興
味付けとなり、また、身近な文化であることから
家庭での生活の工夫にもつながると考え、教材化
を行うことにした。
2．いけばなの歴史
いけばなの教材化の視点を得るために、いけば
なの歴史を以下のようにまとめた。
日本は、温暖な気候に恵まれ四季豊かで植物が
豊富に育っ風土である。身近に植物が生え、すぐ
に手に入れることができる。それゆえ自然に花を
愛でる文化、いけばなや庭の文化が育つ環境が存
在したと考えることができる。花を楽しむ文化は
古くから存在したと思われるが、いけばなの歴史
は、仏教伝来と共に伝わった仏に供花する行為か
ら始まったのではないかと考えられる。仏にその
季節の華麗な花を供花していた記録がある。平安
時代には、宮中の遊興などで花合わせなどが行わ
れていた記録がある。七夕に法会を行い、その後
で花会や歌会を催していた。花会の後に花を一般
に公開したため、「見せる」ということが意識され
るようになる。このようにいけばなほ仏教と共に
発展した。他にも、花御会という、いけた花を座
敷や会所にたて並べて鑑賞して楽しむ集いもあっ
た。
室町時代に入り建物に書院造があらわれるよう
になり、押阪＝床の間ができ、座敷飾り・室礼が
作られていく。押板とは座敷飾りの道具で、画幅
をかけたり、三具足を置く場合にしつらえた、い
わば結界ともいえる板で、床の間となる空間であ
る。その画幅は、三幅一対といわれ、中央に信仰
の対象の本尊、左右に鑑賞用の画幅をかけ、三幅
で一揃いとされていた。三具足とは、中央に香炉、
向かって右に燭台、左に花瓶をいい、中央の画幅
前に置いた。床の間にはそれまでは自由に花はい
けられていたが、形が整えられた「立て花」が行
われるようになった。花瓶の中心に草木をまっす
ぐに立て、下草を添える様式である。それが池坊
専好により、「立花」として様式が整えられ、流行
した。立花は正統とされ専門家がいけるものであ
った。一方庶民の間では、「なげいれ花」も行われ
ており、それが茶の湯の花へとつながっていった。
「なげいれ花」は、なげたる花を入るるという意
味で、立てる花ではないということである。「なげ
いれ花」は素人の花とされていたが、江戸時代に
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入ると次第に形式を整えはじめ、「天地人」の三才
格をもった「生花」の花形を完成させ、新しい流
派も生まれた。花形にほ中国古来の思想である「陰
陽五行説」も用いられていた。生花が流行し、幕
府の朱子学による倫理強化の政策によってより一
層形式が定まっていった。それを嫌った文人たち
は、中国の花書「瓶史」の影響を受け、「文人花」
という様式を作りだした。公家の教養であった「立
花」は、富裕な町人の間にも普及しはじめ、門弟
が増加し、家元制度が確立した。秘伝を習得しよ
うとする求道的精神の高まりの中、いけばなは「道」
としての性格を高めていった。江戸時代後期にな
ると、それまでは男性の文化であったいけばなが
茶の湯とともに武家や富裕な町人層の女性のたし
なみごととされた。
明治になり、良家の子女の嫁入り前の芸事修行
として引き継がれ、やがて富国強兵策のもと、良
妻賢母を育成するため、女学校の教育に組み入れ
られていった。明治三〇年代に、小原雲心によっ
て水盤の上に挿す「盛花」が創始された。「盛花」
は、1つは日本的な景観を描写しようとする文人
的な様式と、西洋の草花を水盤に盛る色彩的ない
けばなの様式と2つの候向があった。大正時代の
自由主義の影響をうけた華道家たちは、花をいけ
ることの意味を問い始め、形にとらわれない自由
ないけばなの創造「自由花」を目指した。昭和に
入り、戦後自由と解放が謳われた社会状況の中で、
いけばな作家は美術界との交流により前衛美術の
影響をうけ、「前衛いけばな」が展開された。嫁入
り道具として認識されていたいけばなが芸術的行
為であると再認識されるようになった。外国人た
ちに日本を代表する伝統芸術として認められたこ
ともあり、経済の発展に支えられていけばなの流
派は急成長し、いけばな人口が増大した。カリキ
ュラムによる一斉教授、進級、資格取得など師範
の養成数を黄合するようになった。また、いけば
な展は、前衛芸術化し、現代美術との境界がなく
なってきた。現代は、住宅の洋風化にともない床
の間のない家庭も増え、西洋のフローラルアート
の流行もあり、いけばな人口は減少している。
3．伝統文化であるいけばなとは
いけばなの起こりは供花であり、中国の思想や
行事の影響を受けながら発展し、確立したといえ
るだろう。床の間に室礼として飾ることにより場
を整え、客人を迎えるものであった。単なる装飾
ではなく、花柳こは行事や季節に合わせて意味を
持ったものをあしらうことが重要であった。植物
にはそれぞれ性質があり、取り扱いには経験が必
要であり、それを門下制度のもと人から人へと伝
えていったのであろう。形（かた）については、
「立花」「生花」「盛花」「自由花」と様々に変化は
していくが、①誰かのために心を込め、②場を整
え（行事、季節も含む）、③そこにある花材と器と
空間との調和である美を尊ぶ心が脈々と受け継が
れているのではないだろうれ昭和時代に「前衛
いけばな」として芸術性を高めたが、「いけばな」
が衰退しつつあるのは、心や場といったものを排
除し、美だけを追究したところにあると考えられ
る。心や場を失ったために現代美術との境界がな
くなり、「いけばな」としての存在感を失ってしま
ったからではないだろうカ㌔
伝統文化としての「いけばな」の要素を考え、図
図1伝統文化としてのいけばな
4．いけばなの教材化
いけばなを華道とするならば、「道」の続くその
入り口として形による教育があってしかるべきで
あろう。しかし、学校教育では「道」を続けるこ
とはできない。また、形は流派により違い、正式
に教えることができない。したがって形よりも、
上図で示したように心、美、場を重視し、体験す
ることによりいけばなの良さを感じ、伝統文化に
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興味を持つことに重点を置くべきではないかと考
える。授業により興味を持ち、個人で「華道」の
道に入ることがあればより深くその良さを体験で
きるであろう。そのきっかけとなると良いと考え
る。しかし、「華道」の道に入ることではなく、ど
の子もが華道の存在とその良さを知ることで日本
の良さを感じ、誇りに思うことを重視すべきだろ
う。また、伝統文化としてのいけばなを定義した
三要素、心、場、美から、芸術ではなく生活の中
のいけばなと捉え、指導要領に示された家庭科の
内容「A家庭生活と家族」での教材化が適当であ
ると考えた。生活に身近な植物を花器に見立てた
ペットボトルにいけることにより、家庭生活の工
夫への視点が養われることをねらいにした。
5．小学校でのいけばなの授業の実践
ほとんどの小学生にとっては自分で花をいける
という行為は初めての体験である。花をいけるこ
と自体が楽しいという経験をすることで、「いけば
な」に興味を持つことを目標とした。また、「いけ
ばな」が家庭生活の場を豊かにするという視点で
家庭科の目標にそって実施した。
心・美・場についての設定については、誰かの
ために「心」を込めていけることを重視し、家庭
で飾ること「美」を前提に設定した。家庭の環境
は様々であるので、子ども達が共通に認識できる
「場」として家族や客人を迎える玄関を想定した。
小学生は植物に関心は低いので、購入し用意され
たものでは、受け身的な活動になる可能性がある。
野にある草花を自分で採ってくることにより、植
物に関心を持ち季節感も感じられるようにし、能
動的な活動になるようにした。また、身近な環境
に自分の家庭生活を豊かに工夫ができる可能性が
あることにも気付く効果を期待した。器について
は、割れずに家庭に持って帰ることができること
と、防水性と変形が可能であること、手に入りや
すいことを考え、ペットボトルを使用した。植物
を固定する道具としては、茎の細い草花でも固定
でき、扱いやすいオアシスを使用した。オアシス
は水を吸収し重くなることから、ペットボトルの
器の軽さの不安定感をなくす役目もあり、水がこ
ぼれることもなく、家庭に持って帰ることができ
る。いけた後に色画用紙を選びペットボトルにカ
バーをすることで、器にも関心を持つきっかけを
作ることもできると考えた。
以上のように考え、小学5年生でいけばなの授
業を実施した。実施するにあたり、四季豊かで植
物の育成しやすい環境である日本を意識させるた
め、桜、あさがお、紅葉、椿、アスファルトから
生える雑草の画像を用意した。また、伝統文化で
あることを認識させるため、いけばなの歴史の大
まかな知識の資料として、仏像への供花、花御会
の様子の絵、床の間、立花、いけばなをする明治
時代の日本髪の女性の写真の画像を用意した。い
けばなに形（かた）もあることを知識として知ら
せるため、特徴的な、立花、景観を描写した盛花、
色彩的な盛花の画像を用意した。また、現在「般
的に使われている水盤や剣山、花鋏などを使った
「いけばな」を実演することで、花がいける前と
いけた後では美しさを増すことを実感できるよう
にし、いけることは活けることであり、生きるこ
とであるという意味が伝わるようにし、道具にも
関心が向くようにした。花材を子どもが身近な植
物を集めるようにしたが、子どものスケールでは、
少ない量で短いものを集めると予想されるので、
教師の方で大量に植物を集めて用意をした。いけ
た花はくずれないように紙袋に入れて持って帰る
ようにし、家庭生活を豊かにするという目標のた
め、家族に感想を聞くという宿題を出し、いけた
花が確実に家庭で飾られるようにした。また、植
物図鑑を用意しておき、自分がいけた植物の名前
を調べることでより関心が向くようにした。
6．授業実践結果
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授業を
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時期は、
季節の感
じられる
花や実の
多い10
月後半で
あったた
め、花材
の持つ魅
力が大き
くどの子
も美しい
仕上がりで満足感があった。いけ方は美しくする
ことが目標であったので、それぞれの工夫で自由
－28－
にいけていた。オアシスを使ったため、あまり技
術も必要でなく困難さはなかった。いけばなに対
して良いイメージを持ったのではないかと感じた。
授業の様子は、雑多な植物を大量に用意したこと
と、オアシスをペットボトルに合わせて切ったこ
とでゴミが机上に大量にあり、一般的ないけばな
教室のような落ち着いた雰囲気ではなかったが、
楽しんでできたことと、どの子も真剣な表情でい
けていたことがいけばなに関して能動的に学習を
している状態であったといえるだろう。
植物に関し
ては、はじめ
に日本の四季
を代表する植
物の画像を見
せながら、子
どもの知って
いる植物を発
表させたが、
椿の画像を見
たときに、「こ
れが椿か、こ
んな花だった
んだ」とあらためて植物に関して発見があったよ
うである。植物を採集するときにも、雑草の種類
の多さやェノコログサでさえ、（子どもはねこじゃ
らしと呼ぶ）色合いや大きさの違うものがあるこ
とに関心を寄せていた。また、授業の最後に植物
の名前を調べる時間には、積極的に知ろうとして
いた。植物をいけながらも、「ただの雑草だと思っ
ていたけどきれいだ」という声もきかれた。ただ、
春の植物は何があるかという質問で、菊と答えた
子どもがいたが、短日植物である菊が春にも咲く
品種があるのか指導者として知識がなく、困惑し
た。植物に関
する知識が指
導者に必要で
あると痛感し
た。
伝統文化で
ある「いけば
な」の学習と
しては、いけ
ばなの大まか
な歴史を資料
を示しながら
指導者が話し
たが、あまり
理解がされず、関心がないようであった。6学年
で社会科で歴史を学ぶので、6学年で実施した方
が効果があると感じた。ただ、明治時代の女性が
日本髪、和服姿でいけばなをしている写真には興
味を示し、昔の人がいけばなをしていたというイ
メージが伝わったようであった。また、3種のい
けばなの画像を示したことにより、日本のいけば
なの特徴であるラインを意識したいけ方をしてい
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る子どもが多く、資料を提示することで伝わるこ
とがあった。いけた作品に題をつけた子に、お月
見というものがあった。ススキを使ったことで、
実施時期の直
前にあったお
月見の行事を
思い出したの
だろう。日常
生活で日本の
文化が子ども
達に伝わって
いることが感
じられた。
使った道具
や材料につい
ては、ペット? ? ‥ ‥ ‥ ? ? ‥ ??
ボトルやオアシスを切って用意をする時間が想像
をしていたより長くかかり、いけたり鑑賞したり
する時間が少なくなったので、植物を効果的にい
ける向きなどの指導があまりできず、残念であっ
た。オアシスが子どもにとっては大きすぎ、水を
吸ったことで重くなりすぎたと感じた。家庭生活
を豊かにするという点では、家庭からの感想は、
「秋の草を使ってのいけばな、すてきでした。・‥」
「・・・作品になる植物をとりに行ったり、いけ
ばなをしているときも楽しかっただろうと思いま
す；」「‥・1日1日植物の変化がみられておも
しろかったですこ」「‥・気持ちがこもっていて
うれしかったですこありがとう」「身近にある草花
ですてきなものができるんだなと感心しまし
た。・‥」「・・・とてもきれいで玄関が華やか
になりました。」等々と家族に関心を持ってもらい、
子ども達がいけたいけばなが家庭の役に立ったこ
とがうかがわれた。また、身近な植物で家庭生活
を工夫できることも伝わったようである。
7．改善点と発展学習の可能性
伝統文化を歴史的な観点でのアプローチを重匪
するならば、6学年での実施が子どもに興味関心
があり、望ましいのではないかと感じた。楽しさ
を体験することを重視するのであれば、どの学年
でも実施可能である。
オアシスのセッティングが困難であり、時間がか
かるので、再考の余地があると感じた。実施した
ときは、「股に市販されている8Ⅹ11Ⅹ23c
mのものを使ったが、子どもには大きすぎ、水分
を吸い重く、扱いにくそうであった。そこで、1／8
の大きさに予め切っておき、ペットボトルにつめ
るというやり方を提案した叛パーツが小さくな
り扱いやすく、時間も短縮されるだろう。
植物は身近に生えているいわゆる雑草を使用し
たが、発展的な学習で学習園でいけばなのために
栽培をすることも考えられる。栽培をすることで、
1つ1つの植物を大切に扱う気持ちも育まれると
思われる。今回の植物では、ふだん日をとめなか
った身近な植物の美しさや面白さを発見できたと
ころに価値があった。また、身近な植物で家庭生
活を工夫できることが教科として意義があった。
子どもの何を育てるかにより、花材の選び方が変
わるので、指導者が目的によって工夫をすると良
いだろう。
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器については、この授業では重視しなかったが、
授業の最後にペットボトルに色画用紙を巻いて見
せた時に、いけばながより華やかな印象になり、
歓声が上がった。器の効果にも発展できる可能性
が感じられた。このような体験をした後で、図画
工作科で花瓶を作る学習に発展をしていくことも
できると感じた。花器の効果を実感として持てた
からである。
いけばなの実演については、地域のいけばなを
得意とする方に参加して項くこともよいだろう。
地味の方と子どもにつながりができ、いけばなに
興味をもった子が交流を持つ可能性もできる。地
域の方の参加にあたっては、授業の主旨をよく理
解して項くことが重要である。指導者といけ方な
どについての意見の相違があると子ども達が混乱
をするからである。
このように、栽皆や、器の制作、地味の交流な
ど、いけばなを1つの入り口にし、他の学習へと
つなげていける可能性が感じられた。
主要参考図書
「日本いけばな文化史」（1）～（5）工藤昌伸、同朋
舎出版1995
8．指導案の提案
実践した授業に改善点を加え、以下に授業案を提案する。対象6学年
教材名「家族やお客様を迎える玄関にいけばなを飾ろう」（本時2時間）
目標・いけばなという伝統文化があることを知る
・人を迎える玄関をいけばなで飾り生活を工夫する
・身近な自然を見つめ、発見をすることで生活を豊かに楽しくする
準隋物　身近な植物、ビニール袋、輪ゴム、オアシス、ペットボトノh給食用牛字レ1ック、
目打ち、ハサミ、カッター、バケツ、色画用紙、粘着テープ、ステープ／レ、筆記用具、ラパンレ、
紙袋、植物図鑑、資料、水盤、剣山、花切りばさみ、プリント
評価・いけばなに興味が持てたか
・いけばなを工夫し、飾ることができたか
・身近な自然に興味を持つことができたか
授業の展開（前日準備～本職
時間 児童の活動 教師の支援
前 日 ・住んでいる地域の身近な植物を集める ・植物の例を見せる
（雑草 ・自宅で栽培しているもの） 注意点
・生えている様子を観察する ・丈を長く採集する
・ビニ ソーレ袋に水を入れて輪 ゴムでまとめて運ぶ ・多く採集する
・自分の家の玄関をよく見ておく ・多種採集する
・ススキで手を切らないようにする
・スズメバチに気をつける
・ハサミの先に気をつける
当日朝 ・バケツに採集した植物を保管する ・採取した植物の量の少ない児童には休み
・オアシスを水につける 時間に校内で採集させる
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本時 ・いけばなについて知る ・いけばなは、生け花、活花と書いたり華
PO分） 日本の自然の豊かさ． 道とも呼ぶ→生きている、活き活きしてい
長い歴史 る、華々しい
心がこもっていること ・日本の伝統文化である
いけると植物が美しくなること ・いけばなの歴史を簡単に紹介する
日本の自然 （植物の画像）‾
仏教 （画像）　床の間 （画像）
・花をいける場面を実演し、いける前とい
けた後では花の美しさが変わることに気
付かせる
PO分）
（30分）
（10分）
（10鋼
l　　　 家族輪 舞 を迎える玄関にいけばな細 ろう　　　 l
・自分の家の玄関に飾ることをイメージする ・例の玄関の写真を見せる
・採集した植物に合わせてペットボトルを切る （目打 ・ペットボトルの切り方の例を教程用意し
ち、ハサミ） ておく．
・ペットボトルに合わせてオアシスをセットする （カ ・オアシスは扱いやすい大きさに用意して
ッター）
・植物を観察し、美的な特徴をみつけ、いける
おく
・手を切らないように注意する
・別に採取した野の植物などを用意してお
きれいに き、使っても良いことを知らせる
楽しく ・美しくいけるように考えさせる
かっこよく ・心を込めていけるようにさせる
かわいく ・水切りや、火であぶって長持ちをさせる
おもしろく
牛学レ ッヾクに水をくみ、水切りをする
技、不要な部分は取り払う技などを伝え
る
・八つ切りの色画用紙を十数種用意する
・ラパンレを用意する
・数名の作品を紹介する
・いけた植物に似合う色画用紙を選び、ペットボトル
に巻く （色画用紙、粘着テープ、ステープ／り
・工夫した点を書く
・早くできたら植物の名前を図鑑で調べる
・友達の作品を鑑賞する ・写真で記録する
・後片付け
後日 ・持って帰って家で飾る ・後日、家族の感想などを聞く
宿題：感想を家族に聞く
ー32－
